
１ 森林整備の現状と課題

２ 森林整備の基本方針
(１) 地域の目指すべき森林資源の姿

Ⅰ 伐採、造林、保育その他森林の整備に関する基本的な事項

　えりも町は、北海道の南東部、日高振興局管内の東部に位置し、北西は様似町、北東
は十勝管内広尾町に隣接しています。南は日高山脈が太平洋に没入し、襟裳岬を形成し
ています。また、東部の海岸線の一帯（北は黄金道路～南は襟裳岬）は日高山脈襟裳十
勝国立公園に指定され、襟裳岬を核とした観光に力を注いでいます。

　当町は西、東部の海岸線と、これを中央で貫く日高山脈があり、また、道内屈指の強
風地帯であることから、バラエティーに富んだ林分構成となっており、また、森林に対
する住民の意識、価値観が多様化し、求められる機能が多くなっていることから、次の
ような課題があります。
　当町の市街地近郊は小班が小分化していることから、国土保全を考慮した施業を推進
し、西部については、乾しいたけ栽培が行われているため、しいたけ原木の安定供給と
併せた整備が求められます。
　また、東部については一部の地域について十勝地方の気候に準じており、木材の有効
活用の観点から、計画的な施業が必要であり、中部地区には水源かん養保安林を多く有
し、トドマツを主体とした造林が盛んに行われていることから、機能を発揮させるため
の計画的な施業が必要です。
　なお、当町は強風地帯であるため、海岸線並びに山頂付近・尾根筋等は施業を見合わ
せる必要があります。

　森林の整備及び保全にあたっては、森林の有する多面的機能を総合的かつ高度に発
揮させるため、適正な森林施業の面的な実施や森林の保全の確保により、健全な森林
資源の維持造成を推進します。その際、生物多様性の保全や地球温暖化の防止に果た
す役割はもとより、豪雨の増加等の自然環境の変化、急速な少子高齢化と人口減少、
所有者不明森林や整備の行き届いていない森林の存在等の社会的情勢の変化にも配慮
します。

　当町の総面積は２８，４００haで、森林面積は２３，８７７haと森林に恵まれてお
り、総面積の８４％を占めています。民有林面積は、２３，４５８haで、その内訳は一
般民有林７，０７０ha、道有林１６，３８８haとなっています。そのうちトドマツを主
体とした人工林の面積は３，５７３haであり人工林率１５％となっています。齢級構成
では、３５年生から６０年生の人工林が１，０１７haで２８％を占めており、今後、間
伐を適正に実施ししつつ、伐期に達する林分には更新伐を検討していくことが重要とな
ります。

　また、近年の森林に対する道民の要請を踏まえ、流域治水とも連携した国土強靱化
対策を推進するとともに、航空レーザ測量等のリモートセンシングによる高精度な森
林資源情報や詳細な地形情報の整備により、現地調査の省力化や適切な伐採区域の設
定、林道等の路網整備の効率化、崩壊リスクが高い箇所における効果的な治山施設の
配置等を推進することとします。あわせて、シカ等による森林被害も含めた森林の状
況を適確に把握するための森林資源のモニタリングの継続的な実施や森林ＧＩＳの効
果的な活用を図ることとします。
　このため、森林を地域の特性、森林資源の状況並びに森林に関する自然的条件及び
社会的要請を総合的に勘案し、それぞれの森林が特に発揮することを期待されている
機能に応じて森林の有する公益的機能の維持増進を図るべき森林としての公益的機能
別施業森林と、木材等生産機能の維持増進を図る森林（以下「木材等生産林」とい
う。）の区域を設定するとともに、公益的機能別施業森林については、水源の涵(か
ん)養の機能の維持増進を図る森林施業を推進すべき森林について「水源涵(かん)養
林」、土地に関する災害の防止及び土壌の保全の機能の維持増進を図るための森林施
業を推進すべき森林について「山地災害防止林」、快適な環境の形成の機能の維持増
進を図るための森林施業を推進すべき森林について「生活環境保全林」、及び保健文
化の機能の維持増進を図るための森林施業を推進すべき森林について「保健・文化機
能等維持林」の区域（以下「森林の区域」という。）を設定します。
　さらに、「水源涵(かん)養林」においては、水道取水施設上流部に位置し、水資源
の安定供給のために特に保全が求められる森林について「水資源保全ゾーン」、ま
た、「保健・文化機能等維持林」においては、河川や湖沼周辺に位置し生物多様性機
能の発揮のために特に保全が求められる森林について「生物多様性ゾーン（水辺林タ
イプ）」及び貴重な森林生態系を維持し、特に保全が求められる森林について「生物
多様性ゾーン（保護地域タイプ）」を、「木材等生産林」においては、森林資源の保
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公益的機能別施業森林

　この森林の区域に応じた望ましい森林の姿へ誘導するため、育成単層林における適
確な更新や保育及び間伐の積極的な推進、広葉樹林化・針広混交林化を含め、人為と
天然力を適切に組み合わせた多様性に富む育成複層林の計画的な整備、天然生林の的
確な保全及び管理等に加え、保安林制度の適切な運用、山地災害や野生鳥獣被害等の
防止対策の推進等により、重視すべき機能に応じた多様な森林の整備及び保全を図り
ます。
　また、林道等の林内路網は、効率的な森林施業や森林の適正な管理経営に必要不可
欠であり、農山村地域の振興にも資することから、計画的な路網整備を推進すること
とします。
　なお、森林の区域ごとの望ましい森林の姿並びに森林の整備及び保全の基本方針は
次表のとおりとします。

発揮を期待
する機能

森林の区域 望ましい森林の姿 森林の整備及び保全の基本方針

水資源保
全ゾーン

　下層植生とともに樹木の根
が発達することにより、水を
蓄える隙間に富んだ浸透・保
水能力の高い森林土壌を有す
る森林で、多様な樹種構成及
び樹齢からなる森林。

　良質な水の安定供給を特に確保
する観点から、伐採に伴って発生
する裸地の縮小及び分散、植栽に
よる機能の早期回復並びに濁水発
生回避を図る施業を推進する。

続に配慮しつつ、多様な木材需要に応じた持続的、安定的な木材生産を可能とするた
め、伐採後に原則、植栽による更新を行う森林について「特に効率的な施業が可能な
森林」をそれぞれの区域の中で重ねて設定します。

かん

水源涵養機

能

かん

水源涵養林
　下層植生とともに樹木の根
が発達することにより、水を
蓄える隙間に富んだ浸透・保
水能力の高い森林土壌を有す
る森林であって、必要に応じ
て浸透を促進する施設等が整
備されている森林。

　良質な水の安定供給を確保する
観点から、適切な保育・間伐を促
進しつつ、下層植生や樹木の根を
発達させる施業を行うとともに、
伐採に伴って発生する裸地の縮小
及び分散を図る施業を推進する。

山地災害防
止機能
／土壌保全
機能

山地災害防止
林

　下層植生が生育するための
空間が確保され、適度な光が
射し込み、下層植生とともに
樹木の根が深く広く発達し土
壌を保持する能力に優れた森
林であって、必要に応じて山
地災害を防ぐ施設等が整備さ
れている森林。

　災害に強い地域環境を形成する
観点から、地形、地質等の条件を
考慮した上で、高齢級や天然力を
活用した複層状態の森林への誘
導、伐採に伴う裸地面積の縮小及
び裸地化の回避を推進する。
　また保安林の指定及びその適切
な管理を推進するとともに、渓岸
の浸食防止や山脚の固定等を図る
必要がある場合には、谷止めや土
留等の施設の設置を推進する。

快適環境形
成機能

生活環境保全
林

　樹高が高く枝葉が多く茂っ
ているなど、遮蔽能力や汚染
物質の吸着能力が高く、諸被
害に対する抵抗性が高い森
林。

　地域の快適な生活環境を保全す
る観点から、風や騒音等の防備や
大気の浄化のために有効な森林の
構成の維持を基本とし、快適な環
境の保全のための保安林の指定や
その適切な管理、及び暴風・防潮
や景観の創出等生活環境の保全等
に重要な役割を果たしている海岸
林等の保全を推進する。

保健・レク
リエーショ
ン機能

文化機能

生物多様性
保全機能

保健・文化機
能等維持林

　身近な自然や自然とのふれ
あいの場として適切に管理さ
れ、多様な樹種等からなり、
住民等に憩いと学びの場を提
供している森林であって、必
要に応じて保健・教育活動に
適した施設が整備されている
森林。
　史跡、名勝や天然記念物な

　保健、レクリエーション利用や
文化活動、生物多様性の保全を進
める観点から、森林の構成を維持
して樹種の多様性を増進すること
を基本とし、それぞれの森林が求
められる機能やあり方に応じ、保
護及び適切な利用の組み合わせに
留意して、適切な保育・間伐等や
広葉樹の導入を図る施業を推進す
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公益的機能別施業森林以外の森林

(２) 森林整備の基本的な考え方及び森林施業の推進方策
ア

発揮を期待
する機能

森林の区域 望ましい森林の姿 森林の整備及び保全の基本方針

　長伐期施業や複層林施業による多様な森林への誘導や皆伐に伴う裸地面積の縮小及

どと一体となって潤いのある
自然景観や歴史的風致を構成
している森林であって、必要
に応じて文化活動に適した施
設が整備されているなど、精
神的･文化的･知的向上等を促
す場としての森林。
　原生的な森林生態系、希少
な生物が生育･生息する森林、
陸域・水域にまたがり特有の
生物が生育･生息する渓畔林
等、その土地固有の生物群集
を構成する森林。

る。
　また、保健・風致等のための保
安林の指定やその適切な管理を推
進するとともに、住民等にとって
憩いと学びの場として期待される
森林にあっては、自然条件や道民
のニーズ等に応じ広葉樹の導入を
図るなどの多様な森林整備を推進
する。
　なお、史跡、名勝や天然記念物
などと一体となって潤いのある自
然景観や歴史的風致の創出を期待
される森林にあっては、美的景観
の維持・形成に配慮した森林整備
を推進する。

生
物
多
様
性
ゾ
｜
ン

水辺
林タ
イプ

　日射遮断、隠れ場形成など
野生生物の生育･生息に適した
森林や、周辺からの土砂・濁
水等の流入制御等に寄与して
いる森林で、針広混交林など
の多様な樹種構成及び樹齢か
らなる森林。

　水辺における生物多様性保全の
観点から、森林の保全に配慮した
施業を推進するとともに、濁水発
生の回避を図る施業を推進する。

保護
地域
タイ
プ

　貴重な森林生態系を構成
し、希少な野生生物の生育･生
息に適した森林で、針広混交
林などの多様な樹種構成及び
樹齢からなる森林。

　希少な野生生物の生育･生息地確
保の観点から、原生的な森林の保
全や希少種の保全に配慮した施業
を推進するとともに、野生生物の
ための回廊の確保にも配慮し、生
態系として重要な森林の適切な保
全を推進する。

木材等生産
機能

木材等生産林 　林木の生育に適した土壌を
有し、木材として利用する上
で良好な樹木により構成さ
れ、成長量が高い森林であっ
て、林道等の基盤施設が適切
に整備されている森林。

　木材等の林産物を持続的、安定
的かつ効率的に供給する観点か
ら、森林の健全性を確保し、木材
需要に応じた樹種、径級の林木を
生育させるための適切な造林、保
育及び間伐等を推進する。また、
将来にわたり育成単層林として維
持する森林では、主伐後の植栽に
よる確実な更新を行うとともに、
施業の集約化や機械化を通じた効
率的な整備についても併せて推進
する。

特に効率
的な森林
施業が可
能な森林

　特に林木の生育に適した土
壌のほか、傾斜が緩やかであ
るなどの自然条件を有し、木
材として利用する上で良好な
樹木により構成され成長量が
高い森林であって、林道等の
基盤施設が適切に整備されて
いる森林。

　特に木材等の林産物を持続的、
安定的かつ効率的に供給する観点
から、森林の健全性を確保し、木
材需要に応じた樹種、径級の林木
を生育させるための適切な造林、
保育及び間伐等を推進する。ま
た、区域設定した人工林にあって
は、主伐後は原則、植栽による確
実な更新を行うとともに、施業の
集約化や機械化を通じた効率的な
整備を推進する。
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ウ

３ 森林施業の合理化に関する基本方針

び分散を図るよう努めることとします。
　森林の有する公益的機能が重視される森林で風害の受けやすい地域においては、風
害に強い多様な樹種・樹冠層により形成される森林へ誘導するため、人工造林や天然
更新（地表処理等）を適切に組み合わせ、樹種や林齢の異なる林分構造とすることを
基本とします。
　地域の人工林の保続を図りながら、資源の循環利用を進めるため、人工林資源の適
正な管理に取り組むこととします。

　小規模な森林所有者形態や林業従事者の高齢化等の課題を克服し、低コストで効率的
な森林整備を進めるとともに、安定的、効率的に木材を供給できる体制を整備するた
め、森林所有者、森林組合、市町村及び国有林等、流域を単位とした関係者の合意形成
を図りながら、委託を受けて行う森林の施業又は経営の実施、森林施業の共同化、林業
従事者の養成及び確保、地元産木材の流通・加工体制の整備等について、計画的かつ総
合的に推進することとします。
　なお、森林施業の合理化に関する事項の推進に当たっては、地域の関係者が連携し、
森林施業や林業経営の合理化・効率化、地域のエネルギー資源としての木質バイオマス
利用の可能性等を含めた木材需給の動向と見通しなど、効率的な森林整備や安定的な木
材供給を図るうえでの課題や目標等を明確にしつつ取り組むこととします。
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